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審査要旨
川村由美さんの論文審査について報告する。審査は 2018 年 12 月 22 日の午後 3 時から 5 時まで、
戸山キャンパス 39 号館 5 階の第 5 会議室で行われた。審査員は主任審査員の都甲幸治（早稲田大
学）と副審査委員の小田島恒志（早稲田大学）、ならびに田尻芳樹（東京大学）である。当日は川
村さんからの内容説明に続いて、活潑な議論が交わされた。
論文内容は以下の通りである。本論文は南アフリカ出身の白人作家 J. M. Coetzee (1940-) の作品










Disgrace の状況を現在と位置づけ、過去から現在を通過し、未来への展望に至る Coetzee の思索を
追っている。そしてその結果、彼の思索には命という核があること、すなわち命を巡る思索なの
だという結論を導き出している。したがって生と死と、救済としての愛という小説の普遍的テー










Coetzee の作品に対しては、しばしばとらえ難さが表明されてきた。しかし本論は WFB と
Disgrace の二作品を続編関係のなかに置くことで、彼の作品に一貫した思索を見出している。本
論ではさらに Disgrace のあとに出版された Slow man や The Childhood of Jesus, The Schooldays of
Jesus に、本論で述べた思索が引き継がれている点にも言及し、Coetzee の半生に渡る最も根本的
であり、最も重要な思索の流れに初めて光を当てている。章ごとの内容は以下の通りである。
第一章では WFB を取り上げ、この物語における “death” の意味をまず論じている。さらにこの
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“death” に対する語り手の取り組みを探求している。





第四章では Disgrace の David の成長をとらえている。具体的には父の座を追われ死の意識を深
めていく David が “immortal longings” に至る過程である。そこには普遍的倫理への模索が見える。
第五章では David の娘 Lucy が、David の旧弊な思考形式では想像し得ない未来の構築にどのよ
うに取り組んでいるかを考察した。また WFB, Disgrace で行なわれた思索は、主に The Childhood of
Jesus, The Schooldays of Jesus に引き継がれている点にも触れている。
本論文は J. M. Coetzee の WFB と Disgrace を取り上げ、著者の思索を追った。突き詰めればそ
れは「命」を巡る思索であった。Coetzee はインタビューで “in South Africa it is not possible to deny
the authority of suffering and therefore of the body” と語っている。おそらく Coetzee の思索の出発点
はここにある。この地点からどのように他者の命を認識し、尊重しうるかが模索されているので
ある。両作品においてはあからさまな暴力を奮うことのない人物の暴力性が探求され、その上で
どう成長しうるかが模索されている。そして特にDisgraceにおいては “immortal longings” がDavid
の大きな成果であるだろう。“immortal longings” は彼だけのためのものではなく、他者のための
――女たちの、とりわけ動物たちの、さらには生きるものすべてのための――命を願う歌である
のだ。そして David は未来に “a single authentic note of immortal longing” を伝えようとしている。
命を巡る思索は、主に処女懐胎の物語が反復される The Childhood of Jesus, さらに The





公開審査会開催日 2018 年 12 月 22 日
審査委員資格 所属機関名称・資格 氏名 専門分野 博士学位
主任審査委員 早稲田大学文学学術院・教授 都甲 幸治 現代アメリカ文学・文化
審査委員 早稲田大学文学学術院・教授 小田島 恒志 現代イギリス小説、現代
英米演劇
審査委員 東京大学大学院総合文化研究科・ 教授 田尻 芳樹 英米・英語圏文学、ヨー
ロッパ文学
博士（ロンドン大学）
審査委員
審査委員
